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総務委員会委員の紹介

委員長 矢野 潤一副委員長 德永 克子

國永 圭 委員

二保 茂則 委員

田中 建一 委員小見 祐治 委員



総務委員会の役割

★総務委員会の所管部署

【市長公室】 秘書課

【総務部】 総務課、総合政策課、財政課、情報政策課、契約検査課、

人権政策課、防災危機管理室、基地対策室

【市民部】 総合窓口課、税務課、収納課、市民相談室、国保年金課

【その他】 監査事務局、選挙管理委員会、会計課、議会事務局

【消防本部】 総務課、警防課、予防課、消防署

定例議会において総務委員会に付託された議案（予算、補正予算、
決算、条例、請願など）の審査・採決を行います！

（議員の意見、執行部へ質問・提言などの政策論争）
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過去５年間の財政状況

※ 地方債、基金額については、決算ベースとしていますので、令和７年については見込額
となります。
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令和７年度主な新規事業と予算（総務委員会分）

〇新庁舎整備事業（予算額：1,703万8千円）
・昭和32年に建設された市役所西棟を新たに建て替えるための

調査費や基本設計費などを計上

〇議長車購入事業（予算額：538万9千円）
・現在の議長車は平成27年式の電気自動車で、航続可能距離

が短かくなっていることから、新たな議長車を購入するもの

〇消防救急無線デジタル化事業（予算額：2億1,769万円）
・保守期限を迎えた設備や各無線装置などを最新鋭のものに一

括して更新するもの

〇防災倉庫等整備事業（予算額：1,973万2千円）
・昭和54年に建設された第6分団1部（福富地区）消防団格納庫

は、老朽化が著しく周囲に危険を及ぼす可能性があるため、移
転・建て替えを行うもの



新庁舎整備事業 （予算額：1,703万8千円）

市庁舎西棟について、昭和32年に建築されており耐用年数を超え躯体の老朽化がみられ
るため、執務環境の充実、耐震基準に適合した施設の建設のための調査経費。

〇予算額 ・測量業務委託費 499万7千円 ・基本設計、現地調査費 1,204万1千円



議長車購入事業 （予算額：538万9千円）

〇事業の目的
議長、副議長、事務局職員等の複数人での乗車が可能な議長車の確保

〇予算額 ・議長車購入費 ５３８万９千円

〇事業の背景
・現在の議長車は電気自動車で購入から９年が経過
・導入当初、航続可能距離が２００㎞ ⇒ 現在１２０㎞（４０％減少）
・バッテリー交換費用が約１００万円（航続可能距離２００㎞のバッテリー

しか交換できない）
・北九州市までの往復が厳しい状態（夏場はエアコン使用のため特に厳しい）
・常に走行可能距離を気にしながら運転をしている
・経年劣化による故障への不安

〇新たな議長車の考え
現在、正副議長の公務用の位置づけであるが、議会所有のキャラバン（乗車
定員：１０人）が平成２２年１０月登録で、既に１４年が経過しているため、
常任委員会の視察等にも活用できるよう、乗車定員の確保を考慮



消防救急無線デジタル化事業 （予算額：2億1,769万円）

機器の導入から１０年が経過し、経年劣化に伴う機器部分の摩耗を原因とした障害
が今後多くなる見込みであること、また、装置の維持・修繕に必要な部品や基板で
生産終了のものも多数存在し、故障発生時の復旧対応に時間を要すケースや、復
旧不可能となる可能性もあることから、消防通信業務に支障が生じるリスクを未
然に回避するためにも更新を行うもの。



防災倉庫等整備事業 （予算額：1,973万2千円）

〇事業概要
第６分団１部（福富地区）消防団格納庫は、昭和５４年に建設されたもので老朽化

が著しく、コンクリートの剥離等がみられ周囲に危険を及ぼす可能性があり、また、
当時は手引きポンプ用の格納庫として建設されているため格納庫及び敷地面積
としても手狭であるため移転して建て替えを行い、地域の防災力の強化を図るも
の。

〇予算額 １，９７３万２千円



本日のメニュー

委員紹介と委員会の役割1.

2.

3.

４．

行橋市の財政状況

令和７年度予算について

委員会審査内容



総務委員会での審査内容

【議案第８号】

行橋市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

〇目的及び理由
福岡県より示された標準税率をもとに、単年度収支の均衡を図るため、国民健康保険税
率等の見直しを行うもの



総務委員会での審査内容

【議案第８号】

行橋市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について



総務委員会での審査内容

【議案第８号】

Q 条例改正しなければならない理由は？

A 昨年度に単年度収支が約2000万円赤字となり、今年度も赤字となる見込みがあるため

Q 今回の改正案に至った経緯は？

A 今後の国保運営を市長と協議する中で、市長より税率についての改正案を示すよう指

示があり、１４種類の試算を市長に示した中で、被保険者への負担の影響が小さく、単
年度収支の赤字を避けることが出来る今回の改正案を上程することとなった

委員からの意見①

改正により保険税額が上がり、税の収納率が下がることで全体の税収が減ることも懸念
されるため安易に改正すべきではないのではないか

委員からの意見②

物価高騰などにより、実質所得が減少する中で、家計負担が増す税率改正は納得できな
い。税率改正を行う前に、収納率を上げる取り組みや健康寿命を延ばす取り組み、また、
法定外繰り入れの検討などを行っていただきたい

賛成少数で否決



ご清聴ありがとうございました。

令和７年５月２３日（金）

行橋市議会 総務委員会


